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有
機
農
業
推
進
の
条
例
制
定

国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
針
を
決
泰
男
会
長
は
「
有
機
農
業
発
展

定
。
村
の
農
作
物
に
付
加
価
値
の
起
点
に
な
る
よ
う
、
新
庄
か

を
付
け
る
こ
と
も
視
野
に
、
有
ら
日
本
全
体
、
ア
ジ
ア
ヘ
と
活

機
農
業
を
軸
に
ベ
ト
ナ
ム
や
フ
　
勤
し
た
い
」
と
意
欲
を
述
べ
た
。

ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

で

同
村
は
今
後
、
ア
ム
ダ
の
国

交
流
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
’
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

　
条
例
は
全
1
2
条
で
、
４
月
１
し
、
同
商
科
大
の
技
術
指
導
を

日
に
施
行
。
主
な
活
動
は
①
「
命
受
け
て
活
動
。
今
月
下
旬
に
、

と
食
」
に
関
す
る
啓
発
活
動
②
商
科
大
生
ら
が
村
内
の
水
田

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
農
作
物
　
で
、
農
薬
や
肥
料
を
使
わ
ず
稲

の
生
産
活
動
③
技
術
研
修
生
の
　
を
育
て
る
ア
ヒ
ル
農
法
に
向
け

受
け
入
れ
④
ア
ジ
ア
開
城
の
農
だ
田
植
え
を
行
う
ほ
か
、
３
か

業
者
の
自
立
支
援
な
ど
。
　
　
　
月
以
内
に
５
入
程
度
の
調
査
団

　
会
見
で
は
、
笹
野
村
長
が
を
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
し
、
現
地

　
「
『
新
庄
と
い
え
ば
有
機
農
業
の
有
機
農
業
の
実
態
を
把
握

の
村
』
と
の
認
識
を
持
っ
て
も
し
、
研
修
生
を
同
村
に
迎
え
入

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
あ
れ
る
準
備
な
ど
を
行
う
。

い
さ
つ
。
菅
波
代
表
、
岸
田
教
　
　
こ
う
し
た
条
例
制
定
は
全
国

授
ら
が
取
り
組
み
の
意
義
を
語
　
初
と
い
い
、
笹
野
村
長
は
「
国

っ
た
。
村
民
ら
約
3
0
入
で
つ
く
’
内
だ
け
で
な
く
、
そ
の
向
こ
う

る
同
構
想
推
進
協
議
会
の
稲
田
　
に
世
界
が
あ
る
と
い
う
考
え
に

－

－

－

－

－

１

－

会
見
を
終
え
、
構
想
の
実
現
を
目
指

し
て
手
を
握
り
合
う
笹
野
村
長
（
中

央
）
や
菅
波
代
表
（
右
か
ら
２
人
回

ら
（
新
庄
村
副
生
セ
ン
タ
ー
言

村
活
性
化
へ
の
青
空
が
見
え
た

気
が
し
た
。
必
ず
成
功
さ
せ
、

小
さ
く
て
も
頑
張
っ
て
い
る
他

の
自
治
体
の
励
み
に
な
る
よ
う

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
新
庄
村
は
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
」
や
岡
山
商
科
大
と
連

携
し
、
有
機
農
業
を
主
体
に
ア
ジ
ア
の

国
々
な
ど
と
交
流
を
深
め
る
「
ア
ジ
ア

有
機
農
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
連
携

活
動
）
推
進
条
例
」
を
制
定
。
笹
野
寛
村

長
や
発
案
者
の
菅
波
茂
・
ア
ム
ダ
代
表
、

日
本
有
機
農
業
学
会
長
で
も
あ
る
岸
田

芳
朗
・
同
商
科
大
教
授
（
地
域
開
発
）
ら

が
1
0
日
、
村
内
で
記
者
会
見
し
て
構
想

を
説
明
し
た
。
合
併
に
頼
ら
ず
単
独
の

道
を
歩
む
小
さ
な
村
の
△
生
き
残
り

策
▽
で
も
あ
り
、
村
は
「
新
庄
か
ら
ア
ジ

ア
も
見
据
え
た
村
づ
く
り
を
目
指
す
」

と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
（
根
本
博
行
）

　
同
村
は
、
旭
川
の
支
流
・
新

庄
川
の
源
流
に
あ
り
、
人
口
は

約
１
－
ｎ
ｖ
ｎ
）
ｎ
Ｕ
人
ｏ
ｌ
Ｑ
Ｕ
７
（
／
）
年

（
明
治
５
年
）
の
村
発
足
以
来
。

一
度
も
合
併
を
し
て
お
ら
ず
、

２
０
０
５
年
に
周
辺
町
村
が
合

併
し
て
真
庭
市
が
誕
生
し
た
際

も
「
合
併
す
る
と
、
市
の
周
辺

部
に
な
り
、
行
政
サ
ー
ー
ビ
ス
が

受
け
に
く
く
な
る
」
な
ど
と
し

て
加
わ
ら
な
か
っ
た
。

新庄村ｱ:ｼﾞｱ万と交流
　
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
特
産

の
も
ち
米
・
ヒ
メ
ノ
モ
チ
は
粘

り
が
あ
る
と
し
て
県
内
外
に
知

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
有
機

農
業
を
さ
ら
に
拡
大
さ
せ
、

△
安
全
・
安
心
の
新
庄
▽
を
全

研
修
生
受
け
入
れ
な
ど


	page1

